





























































































































































































































































































































































































sortium and The RIKEN Genome
Exploration Research Group Phase
I & II Team, Analysis of the
mouse transcriptome based on
functional annotation of 60,770 full-
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K05, K07, K18, K22, K25, K26が該
当）あるいは臨床医学研究（K08,





グラントの名称 対象者 期間 １件当たりの金額／年
K01 指導者の下で研究経験を積み、独立した研究 12万5900ドル
（Mentored Research Scientist 者を目指す研究者 3～5年 （約１千500万円）
Development Award）
K02 独立したばかりの研究者 5年 12万5900ドル
（Independent Scientist Award） （約１千500万円）
K05 独立した研究者 5年 12万5900ドル
（Senior Scientist Award） （約１千500万円）
K07 臨床医学研究者を目指す研究者 2～5年 約12万8000ドル
（Academic Career Award） （約1千530万円）
K08 指導者の下で研究経験を積み、独立した臨床 3～5年 約12万ドル
（Mentored Clinical Scientist 医学研究者を目指す研究者 （約1千440万円）
Development Award）
K12 指導者の下で研究経験を積み、独立した臨床 5年 約40万ドル
（Mentored Clinical Scientist 医学研究者を目指す研究者 （約4千800万円）
Development Program Award）
K18 Stem Cellを用いた研究を行うためにトレーニ 6ヶ月～2年まで 16万6700ドル
（Career Enhancement Award ングが必要な研究者 （約２千万円）
For Stem Cell Research）
K22 ポスドク経験2年以上で独立した研究者とし 3年以下 12万5900ドル
（Career Transition Award） て2年以下 （約１千500万円）
K23 指導者の下で研究経験を積み、独立した臨床 3～5年 約14万ドル
（Mentored Patient-Oriented 医学研究者を目指す研究者 （約1千680万円）
Research Career
Development Award）




K25 工学を修めた経歴のある研究者で、基礎医学 3～5年 約14万ドル
（Mentored Quantitative あるいは臨床医学の研究を目指す研究者 （約1千680万円）
Research Career
Development Award）




K30 臨床医学研究分野での新しいトレーニングプ 5年 20万ドル



































1997 年 12 月 19 日発表の NIH


































































































































（米国国立科学財団の「Science and Engineering Indicators 2002」より科学技術動向研究センタ
ー作成。1999年統計。）
若手研究者の活性化を促進する競争的研究資金（研究グラント）の整備の必要性



























































































































































































































































































































































































































































15億円若手任期付研究員支援 任期付 5年限度 1千500万円程度
産業技術研究助成事業 新エネルギー・
産業技術総合 35歳以下
3年以内 1千500万円程度 52.8億円開発機構 講師・助手
（経済産業省）
新技術・新分野創出のための 生物系特定産業
基礎研究推進事業 技術研究推進機 39歳以下 5年 約2千万円 8.5億円
若手研究者支援型 構（農林水産省）
地球環境研究総合推進費
課題検討調査研究 環境省 35歳以下 1～2年 数百万～1千万円 2千万円
若手育成型
戦略的情報通信研究開発推進 35歳以下





























































































グラントの名称 組織 対象者 期間 １件当たりの金額／年* 予算（年度）
CAREER NSF テニュアトラック 5年 約10万ドル 6千万ドル（2002）
Program 国立科学財団 （約1千200万円） （約72億円）
K Award NIH（DHHC） テニュアトラック 概ね5年 10万～40万ドル 約4億ドル（2001）
厚生省 （1千万～4千万円） （約480億円）
Young DOD-US Navy（ONR） テニュアトラック 3年 約10万ドル 840万ドル（2002）
Investigator 国防総省 （博士号取得後5年以内） （約1千200万円） （約10億円）
Program
Outstanding DOE 独立した研究者 数年 6万ドル 50万ドル（2003）
Junior エネルギー省 （研究歴5年以内） （720万円） （6千万円）
Investigator
Program
New USDA 独立した研究者 数年 10万ドル前後 980万ドル（2002）
Investigator 農務省 （研究歴5年以内） （1千200万円前後） （約12億円）
Awards
New NASA テニュアトラック 3年 8万～10万ドル 200万ドル（2002）




















































































申請者数 採択件数 1件当たりの 応募対象者数（採択率％） 平均配分額*
科研費（2002年度） 37歳以下の大学教員数
若手研究A 1,999人 206件 922万円 （2001年10月1日現在）
（10.3％）
若手研究B 13,721人 4,155 件 165万円 40,660人
（30.3％）
国立科学技術財団 博士号をもつ
（2002年） ― 394件 6～8万ドル Junior faculty数（1999年）
CAREER PROGRAM （720～980万円）
NIH（2001年） ― 3,135件 12万8千ドル 47,368人



















































































ing Indicators 2002, National Sci-
ence Foundationの1998年の学位
取得者数を参照した。数字はnat-
ural sciences (physics, chemistry,
astronomy, earth, atmospheric
sciences, ocean sciences, biologi-
cal sciences, agricultural sci-
















The Carnegie Classification of
Institutions of Higher Education
による。カーネギー財団の分類
に よ る Doctoral/Research Uni-












06）Science and Engineering Indi-
cators 2002, National Science
Foundation.
07）Richard M. Reis, 1997, Tomor-
row's Professor, Preparing for
Academic Careers in Science and
Engineering, IEEE PRESS.
08）カーネギー財団による大学分類
で あ る 。 注 の 4 を 参 照 。
RES.I&RES.IIとは Research Uni-
versity I &IIである。DOC.I&II




eral Arts Colleges I&IIであるが、
現在の分類ではBaccalaureate
（Liberal Arts） Colleges I&IIで
あり、これらに属する大学は学
部レベルの教育が主である。



























は 、 Science and Engineering
Indicators 2002, National Science
Foundationによる。博士号の分
野 は 、 Mathematics, Computer
sciences, Earth, atmospheric, and
ocean sciences, Life sciences, Psy-
chology, Social sciences, Engi-
neeringである。
ドラッグデリバリーシステム（DDS）の研究開発動向





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































蘆米 国 の James R. Baker Jr.
（Univ. of Michigan），Jean M. J.


















































































































































































































































































































































13）Drug Delivery System No1（2000）.
光触媒利用技術の現状と展望
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